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長洲町議会ホームページ
過去の議会だよりや会議録を
ご覧いただけます。

令和５年度決算審査等 ②～⑦
一般質問　８人が登壇し町政を問う ⑧～⑯
委員会活動 ⑰
町民のひろば ⑱

令和６年第３回定例会令和６年第３回定例会

今年から「スポーツフェスタ」で

和気あいあい !
今年から「スポーツフェスタ」で

和気あいあい !



第３回定例会
９月９日～13日

（５日間）

　町長から提案された決算認定６件、補正予算４件、規約・条
例の一部改正４件、議員提案１件、その他２件を慎重に審議
し、すべて原案どおり可決した。また、一般質問は８名が行い、
さまざまな角度から町の姿勢をただした。

主な事業

通学路安全対策・道路新設改良
２億3989万円
中学校の統合に向けた通
学路、赤田・上沖洲線等
整備が行われた。

地域公共交通の活性化
2626万円

きんぎょタクシーが主に
高齢者の移動手段として
定着し、利用者が増加し
た。

子ども医療費助成
7426万円

18歳以下の子どもまで医
療費の無償化が拡充され
た。

公共施設の適正管理
１億2063万円
役場庁舎の空調施設等の
更新・トイレ改修が行わ
れた。

令和５年度一般会計決算
中学校統合へ重点配分

持続可能な行財政運営はできたのか

認
定

議会費、商工費、消防費、
諸支出金　2.5％
議会費、商工費、消防費、
諸支出金　2.5％

地方消費税交付金等　5.4％地方消費税交付金等　5.4％

衛生費
5.0％
衛生費
5.0％

農林水産業費
3.4％

農林水産業費
3.4％

教育費
14.4％
教育費
14.4％ 町税

21.0％
町税
21.0％

寄附金
7.2％
寄附金
7.2％

繰入金
1.8％
繰入金
1.8％

諸収入等
6.8％
諸収入等
6.8％

国庫支出金
17.6％
国庫支出金
17.6％

地方交付税
21.9％
地方交付税
21.9％

県支出金　6.9％県支出金　6.9％

町債
11.4％
町債
11.4％

公債費
6.1％
公債費
6.1％

総務費
27.1％
総務費
27.1％

民生費
26.6％
民生費
26.6％

土木費
14.9％
土木費
14.9％ 歳出

90億
7210万円

歳入

92億
6490万円
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決　
算　
認　
定

一　
般　
会　
計

　
歳　
　
入

問(

竹
本
議
員)

町
民
税
法
人
分
が
前
年
度
よ
り

２
３
４
７
万
円
減
と
な
っ
た
要
因
は
。

答
（
税
務
課
長
）　

法
人
税
の
還
付
や
、
法
人
数
の
減

少
等
に
よ
る
影
響
で
あ
る
。

問(

磯
野
議
員
）

町
民
税
が
当
初
予
算
よ
り
増
加
し

た
要
因
は
。

答
（
税
務
課
長
）

納
税
者
数
は
減
少
傾
向
だ
が
、
一

人
当
た
り
の
納
税
額
が
増
え
て
お
り
、

所
得
の
増
加
が
考
え
ら
れ
る
。

　
歳　
　
出

問
（
田
成
議
員
）　　
　
　
　
　
　

男
性
の
育
児
休
業
取
得
推
進
奨
励

金
の
、
令
和
５
年
度
の
取
得
率
と
、
取

得
率
向
上
に
向
け
た
取
組
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

令
和
５
年
度
の
取
得
率
は
約
26
％

で
あ
る
。
前
年
度
が
約
27
％
で
、
企
業

へ
の
チ
ラ
シ
配
布
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
周

知
、
母
子
手
帳
を
交
付
す
る
時
等
に
制

度
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

問
（
前
田
議
員
）

デ
ジ
タ
ル
環
境
維
持
管
理
事
業
の

効
果
は
。　
　
　
　
　
　
　

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る

健
康
体
操
の
配
信
、
地
域
活
動
で
は
高

齢
者
の
Ｕ
Ｄ
ｅ

－

ス
ポ
ー
ツ
等
、
徐
々

に
で
は
あ
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
利

用
し
た
活
動
が
広
ま
っ
て
き
て
い
る
。

主
な
質
疑

項目 内容 令和　　　
３年度

令和　　　
４年度

令和　　　
５年度

早期健全化
基準

実質赤字比率 一般会計の赤字 ー ー ー 15.0%
連結実質赤字比率 特別会計を含めての赤字 ー ー ー 20.0%
実質公債費比率 実質的な借金の返済額の割合 6.9% 6.6% 6.4% 25.0%
将来負担比率 将来の負担割合 29.3% 35.6% 44.2% 350.0%

健全化判断比率

一般会計・特別会計・企業会計の決算収支

長洲町は早期健全化基準を下回っており、健全である。

金額は端数処理のため合わない場合あり。△はマイナス

会計名 歳入 歳出 翌年度への繰
越すべき財源

実質収支額	
（差引額）

前年度	
実質収支額 単年度収支額

一般会計 92億6490万円 90億7210万円 1158万円 1億8122万円 1億7801万円 321万円
国民健康保険 21億6172万円 21億5635万円 0円 537万円 980万円 △443万円
介護保険 17億9013万円 17億2706万円 0円 6307万円 9151万円 △2844万円
後期高齢者医療 2億5648万円 2億5558万円 0円 91万円 58万円 32万円

企業会計名 収入 支出 収支の差額

水道事業
収益的収支 2億5917万円 2億3499万円 2418万円
資本的収支 559万円 1億5257万円 △1億4697万円

下水道事業
収益的収支 8億5082万円 7億8436万円 6646万円
資本的収支 4億2972万円 6億4806万円 △2億1832万円

誰でも楽しめるUD（ユーディー）e-スポーツ
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問
（
林
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
費
で
、
子

宮
が
ん
検
診
の
受
診
者
が
令
和
４
年
度

よ
り
59
名
減
少
し
た
理
由
は
。　
　
　

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
） 

国
は
２
年
に
１
回
の
子
宮
が
ん
検

診
受
診
を
推
奨
し
て
い
る
。
令
和
５
年

度
は
受
診
対
象
者
が
約
４
千
人
で
、
前

年
度
よ
り
97
名
減
少
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

問
（
荒
木
議
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
委
託
料
の
不
用
額
が
４
３
０
０
万

円
と
な
っ
た
主
な
要
因
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）　

令
和
５
年
度
に
対
応
し
た
全
額
公

費
の
接
種
委
託
料
で
あ
っ
た
が
、
法
改

正
等
で
努
力
義
務
か
ら
外
れ
た
年
代
層

が
あ
り
、
規
模
や
対
象
者
が
縮
小
し
た
。

国
保
医
療
特
別
会
計

問
（
林
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

診
療
報
酬
明
細
書
等
業
務
委
託
料

の
成
果
と
し
て
、
約
１
８
０
万
円
の
効

果
が
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

判
断
し
た
の
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

レ
セ
プ
ト
点
検
業
務
を
約
１
４
８ 

万
円
で
委
託
し
た
こ
と
に
よ
り
、
再
審

査
し
た
レ
セ
プ
ト
を
国
保
連
合
会
に
提

出
し
、
町
へ
の
医
療
費
の
請
求
を
３
２ 

８
万
円
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

そ
の
差
額
を
効
果
額
と
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

問
（
林
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

滞
納
額
が
令
和
４
年
度
、
令
和
５

年
度
と
高
止
ま
り
状
態
の
原
因
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
に
移
行
し
た
が
、
他

の
税
金
の
滞
納
分
の
納
付
を
優
先
さ
せ

た
た
め
、
滞
納
額
が
減
少
し
な
い
結
果

と
な
っ
た
。

請
願

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の

救
済
と
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出

を
願
う
請
願
書

　
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
の
治

療
の
た
め
の
研
究
開
発
、
被
害
者
の
救

済
措
置
の
拡
充
等
の
た
め
の
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
等
を
求
め
る
請
願
が
提
出

さ
れ
た
。

 

【
紹
介
議
員
】
林　
敏
哉

　
総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
３
回
の
審
査
を
経
て
全
会
一
致

で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
本
会
議
で
の
委
員
長
報
告
が
全
会
一

致
で
採
択
さ
れ
、
国
に
意
見
書
を
提
出

し
た
。

 

【
提
出
先
】
衆
参
議
院
議
長
、
内
閣
総

理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
環

境
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

　
意
見
書
の
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

記
載
。
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
と
、
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
（
竹
本
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う
支
出
総
額

は
。
ま
た
、
寄
附
金
の
返
礼
品
を
送
付

し
た
人
数
は
。　
　

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

支
出
総
額
は
３
億
５
９
０
０
万
円

で
、
７
万
人
以
上
に
送
付
し
た
。
ま
た
、

寄
附
額
は
６
億
４
７
９
０
万
円
で
、
差

額
は
約
２
億
９
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

問
（
磯
野
議
員
）

教
育
委
員
の
視
察
研
修
の
予
算
は

４
名
分
だ
っ
た
が
、
支
出
済
額
は
半
分

以
下
で
あ
る
。
参
加
者
は
何
名
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

１
名
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
や
他

団
体
が
開
催
す
る
会
議
・
研
修
だ
が
、

委
員
の
日
程
調
整
が
で
き
な
か
っ
た
。
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陳
情

現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を

求
め
る
意
見
書
提
出
の
陳
情

　
総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
３
回
の
審
査
を
経
て
全
会
一
致

で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
本

会
議
に
お
い
て
不
採
択
。

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
、
手
数
料
条
例

⑴
長
洲
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入
に
伴
い
、
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
申
請
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
規
定
の
整
備
。

●
窓
口
で
印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す

る
際
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
提
示
す
る

こ
と
に
よ
り
交
付
申
請
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
規
定
の
整
備
。

⑵
長
洲
町
手
数
料
条
例

●
町
民
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
に
係
る

規
定
の
削
除
。

長
洲
町
国
民
健
康
保
険
条
例

●
被
保
険
者
証(

健
康
保
険
証)

の
新

規
発
行
が
終
了
す
る
た
め
、
返
還
に
係

る
規
定
の
削
除
。

そ
の
他

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防

災
減
災
事
業
（
町
営
土
地
改

良
事
業
）
の
実
施
に
伴
う
経

費
の
賦
課
基
準
並
び
に
徴
収

の
時
期
及
び
方
法
に
つ
い
て

　
農
業
水
路
等
の
水
利
施
設
更
新
費
用

の
一
部
を
、
受
益
者
に
負
担
し
て
も
ら

う
も
の
。

●
賦
課
金
総
額　
２
０
６
万
円

●
徴
収
時
期　

　
令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で

●
徴
収
方
法　
一
括
徴
収

工
事
請
負
契
約

宮
崎
川
護
岸
改
修
工
事

●
契
約
金
額　
７
７
３
３
万
円

●
契
約
の
相
手
方

　
興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

規
約

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更

　

現
行
の
被
保
険
者
証(

健
康
保
険

証)

の
新
規
発
行
が
終
了
す
る
た
め
。

条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例

　
法
改
正
に
よ
り
、
条
例
の
引
用
条
番

号
の
改
正
を
一
括
し
て
行
う
。

討
論

採
択
す
べ
き

（
林
議
員
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
は
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
困
難
に
し
、
国
民
皆
保
険
制
度
の

根
幹
を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
り
、
現
段

階
で
の
一
本
化
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

（
濱
㟢
議
員
）

　
マ
イ
ナ
保
険
証
は
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
、

医
療
機
関
に
と
っ
て
阻
害
要
因
で
し
か

な
い
。

（
田
成
議
員
）

　
お
薬
手
帳
や
限
度
額
適
用
認
定
証
の

機
能
等
の
利
点
が
あ
る
。
現
行
の
健
康

保
険
証
の
機
能
を
持
つ
資
格
確
認
書
が

発
行
さ
れ
る
等
の
配
慮
も
あ
る
。

不
採
択
と
す
べ
き

行政手続のデジタル化が進んでいる

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）

定 例 会

5



特
別
会
計
等
補
正
予
算

問
（
前
田
議
員
）

定
額
減
税
減
収
補
填
特
例
交
付
金

の
追
加
１
５
３
万
７
千
円
の
理
由
は
。

答
（
総
務
課
長
）

国
が
定
め
る
定
額
減
税
の
算
定
の

補
正
率
が
増
加
し
た
た
め
。

問
（
林
議
員
）

改
正
に
よ
り
、
児
童
手
当
の
給
付

対
象
者
数
が
１
９
９
７
名
と
あ
る
が
、

内
訳
は
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

所
得
制
限
の
撤
廃
で
41
名
、
高
校

生
年
代
ま
で
の
延
長
で
３
３
７
名
、
第

３
子
以
降
の
算
定
対
象
者
が
22
歳
ま
で

の
延
長
で
３
７
３
名
が
増
加
し
、
継
続

の
対
象
者
が
１
２
４
６
名
で
あ
る
。

問
（
磯
野
議
員
）

特
定
寄
附
金
80
万
円
は
、
寄
附
者

が
何
か
用
途
を
希
望
し
て
い
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

本
町
で
の
邦
楽
演
奏
会
の
開
催
を

希
望
し
て
い
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

問
（
濱
㟢
議
員
）

浦
川
16
号
ポ
ン
プ
は
、
東
側
に
導

水
路
が
あ
る
た
め
、
揚
水
ポ
ン
プ
の
更

新
工
事
は
不
要
で
は
な
い
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

こ
の
ポ
ン
プ
は
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

用
地
の
用
水
を
賄
っ
て
お
り
、
更
新
の

要
望
が
地
元
か
ら
上
が
っ
て
い
る
。

寄り添う支援、地域に支援！

令和６年度一般会計補正予算　　１億2641万円追加

農業振興 伝統文化 QOL向上 子育て支援

農業水路等長寿命化・

防災減災事業

1466万円

下記のポンプ更新し、

機能の安定を図る。

●折地地区

●梅田１地区

●梅田２地区

邦楽演奏公演事業

80万円

吉田晴風没後75年にあ

たって邦楽演奏者を招

き、郷土の歴史や邦楽

の興味を高める。　

がん患者アピアランス

支援事業

20万円
補正具等の費用の助成

若年がん患者在宅療養

生活支援事業

12万円
必要なサービスの助成

児童手当事業

３７２７万円

児童手当の制度改正に

より、子育て世代へ支

援が拡充した。

下水道事業会計
主な内容
　①　�仮設ポンプの点検手数料及びテレビカメラ調査委託料

� 254万円の追加 
　②　�上沖洲区汚水枝管の管路改築工事、マンホールポンプ

場の制御通報装置等取替工事費
� 3390万円の追加

潮さい（R6.11.15 No.159）潮さい（R6.11.15 No.159）
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審議結果　＜全議案可決＞ ○…賛成　×…反対

＊この審議結果は賛否が分かれたもののみを掲載しています。　＊議長は表決に加わりません。

議案番号 事　件　名 田
成

前
田 林 荒

木
福
田

竹
本

福
本

磯
野

浦
邊

徳
永

濱
村

松
井

濱
㟢

福
永

認定第１号 令和５年度長洲町一般会計決算認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定第４号 令和５年度長洲町後期高齢者医療特別会計決算認定 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

抜
本
的
な
制
度
の
見
直
し
を

（
林
議
員
）

　
年
金
支
給
額
が
減
額
さ
れ
る
中
、
限
ら

れ
た
年
金
か
ら
支
出
す
る
保
険
料
や
医
療

費
の
支
払
い
が
増
え
続
け
、
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
直
撃
し
て
い
る
。

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
一
つ
の
制
度
に

ま
と
め
、
高
齢
者
人
口
が
増
え
る
た
び
に
、

加
入
者
の
負
担
を
増
加
さ
せ
る
仕
組
み
が

も
た
ら
す
弊
害
は
重
大
で
あ
る
。

　
健
康
や
命
を
脅
か
し
高
齢
者
を
追
い
詰

め
る
こ
の
制
度
は
、
抜
本
的
な
制
度
の
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
。

将
来
を
見
定
め
た
町
づ
く
り
を

（
林
議
員
）

　
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
と
、
長
洲
港

湾
整
備
事
業
の
本
町
の
負
担
率
軽
減
が
必

要
。
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
見
据

え
、
事
業
の
取
捨
選
択
に
は
無
駄
な
コ
ス

ト
を
な
く
し
、「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

適
正
に
運
営
し
て
い
る

（
福
田
議
員
）

　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
移

行
し
、
医
療
費
や
保
険
料
が
増
加
し
て
い

る
が
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
適
正
な
事
業
運
営
、
事
務
が
で
き
て
い

る
。

限
ら
れ
た
財
源
で
住
民
ニ
ー
ズ
を

満
た
し
て
い
る

（
松
井
議
員
）

　
実
質
収
支
は
伸
び
、
ふ
る
さ
と
納
税
が

増
加
し
た
。
補
助
金
を
活
用
し
、
中
学
校

校
舎
、
清
里
小
体
育
館
、
赤
田
・
上
沖
洲

線
の
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
評
価
す
る
。

反　
対

反　
対

賛　
成

賛　
成

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
決
算
認
定

一
般
会
計
決
算
認
定

討論

問
（
林
議
員
）

被
保
険
者
へ
の
通
知
の
郵
送
は
、

保
険
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
一

体
化
を
急
ぐ
た
め
の
も
の
か
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
数
字
の
確
認
の
た
め
の
も
の

か
。答

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

12
月
２
日
で
保
険
証
の
新
規
発
行

が
終
了
す
る
た
め
、
被
保
険
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
番
号
と
情
報
を
再

確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。

介護保険特別会計
補 正 額	 1342万円追加
主な内容	 決算に伴う繰越金

国民健康保険特別会計
補 正 額	 107万円追加
主な内容	 �マイナンバーと健康保険証の

一体化に向けて全被保険者へ
の通知郵送
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